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１．研究基本情報 

課題名 
疫病の文化形態とその現代的意義の分析 —社会システム構築の歴史的考察を踏ま

えて— 

研究テーマ名 医学史の現代的意義―感染症対策の歴史化と医学史研究の社会との対話の構築 

責任機関名 学校法人 慶應義塾 

研究代表者（氏名・所属・職） 鈴木晃仁・経済学部・教授 

研究期間 平成 27 年度 ～ 平成 30 年度 

委託費 

平成 27 年度 5,000,000  円 

平成 28 年度 9,500,000  円 

平成 29 年度 9,000,000  円 

平成 30 年度 3,500,000  円 

 

２．研究の目的  

 

欧米における医学史は、20世紀後半に性格を変えて、医学の内部にある学問から、医療を文化と社会の視

点から考察する学問となった。かつては、医学部に設立された講座の医学史の教授・研究者たちが、医科学

と医療専門職の視点から医学史を研究するものであった。1980年代以降になると、その構造は大きく変化

し、歴史学や社会学を専門とする研究者たちが人文社会科学の視点から分析する学問となった。この新しい

医学史は、人文社会科学の新しい方法論を用いたことに加えて、医師・医学・医療関係者などの狭義の医学

関連の主題だけではなく、疾病・患者・行政・文化・社会などのさまざまな要素と医療の関係を対象とした

ことに特徴がある。多様な学術的な視点を持ち、医療のさまざまな要素が文化・社会とどのような関係を持

つのかを分析するための基盤を作り、それを発信すること。それがこの新しい医学史研究の大きな目的であ

る。 

それを実現する具体的な方法として、このプロジェクトでは、過去の疾病、ことに感染症の医療に関する

記録を集積しアーカイブズを構築すること、新しい医学史の成果をウェブサイトや各種イベントを通じて社

会一般に発信することを追求した。前者について言えば、過去の感染症とそれに対する医療活動に関するア

ーカイブズの構築によって、人間と病という人類史的な問題に対して、狭義の医学にとどまらない人文社会

科学を含んだ学際的な研究活動が展開されうる基盤が整備された。後者は、新しい医学史研究の成果を社会

へ発信し、それが学術の枠の中にとどまるものではなく、病や医療が現代を生きるすべての人の日常に深く

かかわりをもつことを示した。 

 すなわち、このプロジェクトは、研究基盤形成の要素と研究成果の社会への普及・発信の要素を合わせ持

つものである。医学史は、医学内部の学問としてだけでなく、さまざまな学問分野と多様な活動の一部であ

るということへの理解を広め、そのような新しい医学史を日本に導入することを目標とした。 

 

３．研究の概要  

 

平成27年にプロジェクトがはじまってから、各グループにおいて、研究者同士の連携および研究者と実務者

との連携を模索してきた。 

 

感染症グループは、長崎大学熱帯医学ミュージアム、国立感染症研究所、目黒寄生虫館、日本寄生虫予防会

などにおいて、熱帯医学および寄生虫学研究に関する歴史的資料のアーカイブ化を進めた。この作業に関して
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は、アーカイブズ学の専門家であるメンバーが専門的指針を策定した。また、資料整理に加えて、元医学部教

授、寄生虫予防会の会員、地方自治体の職員など、さまざまなかたちで感染症や寄生虫症の制圧に関わった方々

へのインタビューを行い、その記録を蓄積した。 

活動の成果としては、グローバルヘルス合同大会（日本熱帯医学会・日本国際保健医療学会・日本渡航医学

会、2017年11月26日）においてシンポジウム「｢感染症アーカイブズ｣ の構築に向けて：熱帯感染症をめぐる研

究情報の整理と歴史化の試み」を実施し、また、第59回日本熱帯医学会大会（2018年11月11日）において、シ

ンポジウム Historicalization of Tropical Medicine: Archiving of the Basic materials of Japanese 

tropical medicine and parasitic studies を組織した。これらの機会を通じて、医療系の研究者や海外にお

いて本グループと問題関心を共有する研究者に研究成果を発信した。 

こうした活動を通して、医療や公衆衛生による地域社会および自然環境への介入の歴史を明らかにすること

が現代的課題とも関係するものであること、すなわち感染症や寄生虫症の歴史的な過程の重要性を、医療関係

者や行政関係者と共有するにいたった。なお、感染症グループはWebsite「感染症アーカイブズ（The Archives 

of Infectious Diseases）」を構築し（https://aidh.jp/）、歴史的資料に関する情報提供や関連する研究情報

の共有を行うシステムを構築した。 

 

対話グループは、社会一般へのアウトリーチ活動という、日本では先駆的な性格をもつ取り組みのため、プ

ロジェクト初期においては手法の確立に注力した。平成28年度には、山梨県立博物館の企画展「医は仁術展」

における医学史の成果の一般への還元手法を検討したことに加えて、「闘病記」の出版と読まれることの意味

の分析を行うワークショップを開催した。その後、平成29年度になって、ウェブサイト「医学史と社会の対話」

を開設し、このサイトを通じた情報の発信、イベントの開催を順次行った。特に、プロジェクトのメンバーに

専門家が多い精神医療の歴史とハンセン病の歴史をテーマとしたものが主軸となった。 

前者については、平成29年9月、東京都立松沢病院において、日本の精神病院における音楽療法についての講

演と実演、17世紀のイタリアにおける精神医療に関する音楽の実演と講演を行うイベントを開催した。また、

東京のギャラリー、愛知県立美術館、仙台の美術館で行われた、家族の精神疾患に刺激されたアートを作り続

けた作家の活動を紹介するインタビュー企画を実施した。平成30年9月には、イギリスの精神医療史博物館の

キュレーターらを招聘して、精神医療に関する歴史展示、精神病院の患者による芸術作品の保存と展示に関す

る一般向けワークショップを開催した。 

後者については、平成29年10月、群馬県吾妻郡草津町において、草津町立温泉図書館との共催で、ハンセン

病を描いた文学作品の展示「ハンセン病と文学展」を開催し、関連事業としてハンセン病文学の読書会、ハン

セン病の歴史に関わるフィールドワークを開催した。また、平成30年2月には、国立ハンセン病資料館（東京都

東村山市）にてトークイベント「ハンセン病文学から映画へ これからの時代に、いかに伝えるか」を開催し、

ハンセン病を素材としたこれまでの映像作品を振り返り、ハンセン病文学作品を原作とした映画の制作に向け

ての課題を検討した。 

以上のイベントやインタビューに関しては、いずれもウェブサイト「医学史と社会の対話」にて記事がまと

められ、一般向けに発信されている。このウェブサイトでは、過去の医学者の評伝、インフルエンザや天然痘

などの感染症の歴史、世界各地での精神疾患や精神医療の歴史、医療看護の歴史、ダウン症の歴史、ドイツの

医学史博物館の紹介、医科学を題材とした演劇の批評、医学史にかかわる書籍の紹介など、多様な情報が発信

された。 
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４．研究プロジェクトの体制 

 

研究代表者・グループ
リーダー・分担者の別 

氏 名 
所属機関・部局・職（専門分

野） 
役割分担 

研究代表者 

グループリーダー 

分担者 

 

分担者 

 

分担者 

 

分担者 

 

分担者 

 

分担者 

 

 

 

分担者 

 

分担者 

 

分担者 

 

分担者 

 

分担者 

 

実務者 

実務者 

実務者 

 

 

グループリーダー 

 

 

分担者 

 

 

鈴木晃仁 

 

尾崎耕司 

 

逢見憲一 

 

廣川和花 

 

愼蒼健 

 

詫摩佳代 

 

八代嘉美 

 

 

 

橋本明 

 

高林陽展 

 

大谷誠 

 

山下麻衣 

 

佐藤雅浩 

 

佐藤健太 

石井保志 

飯山由貴 

 

 

飯島渉 

 

 

市川智生 

 

 

慶應義塾大学・経済学部・教授（歴

史学） 

大手前大学・総合文化学部・教授

（日本近代史） 

国立保健医療科学院・生涯健康研

究部・主任研究官（保健統計） 

専修大学・文学部・准教授（日本

史） 

東京理科大学・工学部・教授（科

学史） 

首都大学東京・法学部・法学政治

学研究科・准教授（国際政治） 

神奈川県立保健福祉大学・ヘルス

イノベーションスクール設置準

備担当・教授（幹細胞生物学、科

学技術社会論） 

愛知県立大学・教育福祉学部・教

授（精神保健福祉論） 

立教大学・文学部・准教授（近現

代イギリス史） 

同志社大学・人文科学研究所・嘱

託研究員（地域研究・史学） 

同志社大学・商学部・准教授（近

代日本看護史） 

埼玉大学大学院・人文社会科学研

究科・准教授（社会学） 

なし（出版業） 

健康情報棚プロジェクト代表 

東京芸術大学・美術学部・非常

勤講師 

 

青山学院大学・文学部・教授（医

療社会史） 

 

沖縄国際大学・総合文化学部・准

教授（医療社会史） 

 

統括・精神医学史 

 

公衆衛生史 

 

公衆衛生史 

 

ハンセン病史 

 

朝鮮関連の帝国医学史 

 

国際医療の歴史 

 

生物学 

 

 

 

精神医療史 

 

精神医学史 

 

精神医学史 

 

商業史 

 

精神医学史の歴史社会

学 

疾病と文学 

闘病記 

病気の芸術的表現 

 

 

感染症の制圧経験の

「歴史化」グループリ

ーダー 

日本における感染症制

圧の疫学的データの集

約 
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分担者 

 

分担者 

 

分担者 

 

分担者（実務者） 

 

分担者（実務者） 

 

分担者（実務者） 

 

分担者（実務者） 

 

分担者（実務者） 

 

分担者（実務者） 

 

久保田明子 

 

脇村孝平 

 

磯部裕幸 

 

小川和夫 

 

大前比呂思 

 

北潔 

 

門司和彦 

 

堀尾政博 

 

千種雄一 

広島大学・原爆放射線医科学研究

所・助教（アーカイブズ学） 

大阪市立大学・経済学研究科・教

授（医療史、経済史） 

秀明大学・学校教師学部・准教授

（医療史） 

目黒寄生虫館・館長（寄生虫学） 

 

国立感染症研究所・客員研究員

（寄生虫学） 

長崎大学・グローバルヘルス研究

科・教授（寄生虫学） 

長崎大学・グローバルヘルス研究

科・教授（人類生態学） 

長崎大学・熱帯医学研究所教授

（獣医学） 

独協医科大学・医学部・教授（寄

生虫学） 

感染症データのアーカ

イブ化の方法研究 

イギリスとの比較研究 

 

ドイツとの比較研究 

 

感染症疫学データの検

証 

感染症疫学データの検

証 

感染症疫学データの検

証 

感染症疫学データの検

証 

感染症疫学データの検

証 

感染症疫学データの検

証 

 

 

５．研究成果及びそれがもたらす波及効果  

 

研究成果と関連学問分野への波及効果に関しては、感染症グループも対話グループも、それぞれ異なった方

向性をもって優れた成果を上げた。感染症グループは、学際性が非常に高く、医学、疫学、公衆衛生、行政学

などの、疾病と関連する専門家達と歴史学の密接な連携・協力関係を創出した。対話グループは、音楽家や芸

術家とも連携し、医療と文化の多様で豊かな関係を社会に向けて発信した。以下では、それぞれのグループご

との成果を順に説明する。 

 

感染症グループは、医療社会史を専門とする飯島渉（青山学院大学）をリーダーとして、歴史学、アーカイ

ブズ学、寄生虫学、公衆衛生学、疫学などの専門家からなる学際的な研究グループを組織した。その研究目的

は、感染症や寄生虫症の流行や制圧に関わる歴史的資料の収集・保存・公開を通じて、感染症や寄生虫症の制

圧をめぐる経験を歴史化するとともに、その知見を今日の国際保健の研究者や実務家に提供することであった。

具体的な研究成果は、以下の通りである。 

 資料の収集・保存・公開は、これまでに次の資料の保全を行った。（1）琉球大学医学部長を務めた大鶴正満

の旧蔵資料、（2）長崎大学風土病研究所・臨床部（現在の長崎大学熱帯医学研究所）のフィラリア症およびマ

ラリアに関する研究資料、（3）国立予防衛生研究所（現在の国立感染症研究所）の所長をつとめた小宮義孝（寄

生虫学）の旧蔵資料、（4）旧日本寄生虫予防会が所蔵する資料。これらの資料は、目録を作成し、目黒寄生虫

館や長崎大学熱帯医学ミュージアムなどで保存し、その一部を公開している。さらに、フィリピンのレイテ島

に保管されていた日本住血吸虫病に関する資料が台風によって破損したため、その資料を日本に運び、修復作

業を行ったのちに、フィリピン当局に返還した。 

 聴き取り調査については、感染症や寄生虫症の制圧に関しての調査を行った。こうした調査は、紙媒体の資

料としては残りにくい個人の経験を収集する上で大変重要である。日本、中国、フィリピンなどにおいて、医
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療系研究者、医療従事者、医療保健機関職員、自治体職員、保健師など約20名を対象とした。聴き取り調査の

記録は、目黒寄生虫館で公開する予定である。 

 他分野や国外の研究者との共同研究は、熱帯医学および国際保健関係の学会でパネル報告を組んで、本プロ

ジェクトの研究成果を発信した。具体的には、グローバルヘルス合同大会（2017年11月26日）では、歴史学・

国際保健・疫学の研究者による学際的なシンポジウム「｢感染症アーカイブス｣ の構築に向けて：熱帯感染症を

めぐる研究情報の整理と歴史化の試み」、第59回日本熱帯医学会大会（2018年11月11日）では、日本と韓国の研

究者によるシンポジウム Historicalization of Tropical Medicine: Archiving of the Basic materials of 

Japanese tropical medicine and parasitic studies を組織した。 

 社会への情報発信としては、感染症グループが収集・整理をしてきた資料を活用して目黒寄生虫館で特別展

を実施した。2016年5月～10月の「顧みられない熱帯病を知っていますか？」及び2016年10月～2017年6月の「顧

みられない熱帯病：リンパ系フィラリア症」を開催した。 

また、感染症グループのホームページを開設した。Websiteの名称は「感染症アーカイブズ（The Archives 

of Infectious Diseases）」（https://aidh.jp/）である。本サイトを利用して、これまでに収集した資料の目

録や資料の保管場所に関する記録を提供し、関連する研究情報を発信している。また、各メンバーが研究論文

や著書を執筆した。 

感染症グループの研究は、次のような波及効果をもたらした。（1）整理し公開している資料を利用する研究

者が登場した。日本国内の研究者のみならず、韓国の研究者も資料調査に訪れるなど、研究成果は国際社会に

も還元されつつある。また、博物館での企画展は、市民向けの啓発活動となった。（2）熱帯医学および国際保

健関係の学会に参加し、医療系研究者および医療従事者などに歴史的な資料を保存・整理することの重要性を

伝えた。その結果、日本熱帯医学会には史資料委員会が設置され、歴史的資料を整理・保存・公開する機運が

生まれた。（3）感染症対策に関する資料を整理して、それを通じた歴史研究を行い、その研究成果をウェブサ

イトや博物館での企画展示、あるいは実務者が参加する国際保健の場において社会に還元するという新たな研

究モデルを実践・提示した。 

  

 対話グループは、「医学史と社会の対話」というウェブサイトを通じた社会一般への発信という手法を確立

した。これは、これまでに一般的だった科研採択事業の成果を発信する種類のウェブサイトとは異なり、より

一般向けに噛み砕かれた内容で研究者が発信することに特徴があった。それを可能にしたのは、Web技術者と

の協同でのウェブサイト構築、編集体制の確立であった。その結果、平成29年1月から平成30年9月30日の期間

において、このウェブサイトは35,000件を超えるアクセスを得た。（図１参照）その後もアクセス数は増加傾向

にある。 
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図 1 ウェブサイト「医学史と社会の対話」の月別アクセス数 

 

 対話グループの活動の主軸は、学術論文や学術書の刊行などの通常の学術的活動とは異なり、イベントや企

画を開催し取材を行って記事にするか、もしくは各分野の専門家に依頼して執筆された記事を通じての発信で

あった。活動の一覧として、以下にその成果を列記した。 

  企画展 公開講演会「精神医療と音楽の歴史」は、東京都松沢病院にて行った。2017年9月9日（土）に、高

林陽展と鈴木晃仁（慶應義塾大学経済学部 教授）の講演、そして2017年9月16日（土）に2回行った。一つは「精

神医療と音楽――再現演奏でたどる戦前期松沢病院の音楽療法」で、光平有希（国際日本文化研究センター プ

ロジェクト研究員）と野澤徹也（三味線）が担当し、もう一つは、「愛に狂った者たちの歌――17世紀イギリス、

イタリア声楽作品に表象された＜精神病院＞と精神疾患患者を巡って」というタイトルで、松本直美（ロンド

ン大学ゴールドスミスコレッジ 専任講師）が講師、福島康晴（テノール）、阿部早希子（ソプラノ）、佐藤亜紀

子（リュート、テオルボ）、櫻井茂（ヴィオラ ダ ガンバ）が再現した。最後に、2018年の9月17日に、国際ワ

ークショップ「精神医療の「過去」と「現在」を展示する－医学史博物館と美術ギャラリーの社会的役割をめ

ぐって－」を慶應日吉キャンパスで行った。ミカエラ・ロス （ベスレム精神病院ギャラリー・研究開発主任）、

橋本明（愛知県立大学教育福祉学部・教授）、小林瑞恵（アート・ディレクター）が、精神疾患とアート作品を

めぐる講演を行い、実際の展示を行った。 

 もう一つは、企画展「ハンセン病と文学展」およびその関連企画である。2017年10月21日～11月19日に草津

町立温泉図書館、展示説明会は10月21日と11月19日に佐藤健太（ハンセン病文学編集者）が行った。また、草

津町とハンセン病の歴史をたどるフィールドワークを、中沢孝之（草津町立温泉図書館）、廣川和花（専修大学

文学部准教授）、松浦信（草津聖バルナバ教会）が開催し、読書会（沢田五郎「泥えびす」について議論）も、

10月21日に開催した。同様に「ハンセン病文学から映画へ これからの時代に、いかに伝えるか」と題してた

規格を国立ハンセン病資料館 映像ホールで2018年2月25日に行い、今井瞳良（茨木市立川端康成文学館学芸

員）、儀保俊弥（映像ディレクター）、佐藤健太（ハンセン病文学編集者）が担当した。  

 これらの企画はポータルサイト「医学史と社会の対話」で報告された。また、他の医学史の件に関しても、

多くの記事を掲載した。一般的な掲載記事としては14件、書籍紹介としては9件、インタビューとしては4件、

イベント案内・レポートとしては22件である。 

 

 最後に、疾病班と対話班の共同研究として、平成29年10月1日に一日の共同ワークショップ「医学史の現代的

意義― 感染症対策の歴史化と医学史研究の社会との対話の構築」を青山学院大学にて開催し、計6本の研究お

よび活動報告を行った。感染症グループはアーカイブズの構築について日本と旧植民地などに関する発表を行

い、対話グループはハンセン病と精神疾患に関する企画の経験、そしてウェブサイトの運営についての発表を
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行った。 

 

６．今後の展開  

 

平成27年～30年に至る3年間の活動期間において、数多くの確かな反応を得ることができた。感染症グル

ープは学際性、アーカイブズの構築とその公開にむけての足がかりをつかんだ。対話グループは、多様な学問

と芸術と医療の関係を社会に発信する基盤を創りあげた。これにより、専門性を高めることを第一とする通常

の学問のあり方とは異なる方向への発展が可能になった。 

 

感染症グループは、歴史学、アーカイブズ学、寄生虫学、熱帯医学などの多様な領域で研究ネットワークを

広げたことにより、歴史的資料に関して多くの情報が集まるようになってきた。個々の展開可能な主題が数多

く発見され、学際的な研究をささえる史料が発見され、この情報や、それ以外の情報は、「感染症アーカイブズ

（The Archives of Infectious Diseases）」（https://aidh.jp/）で発信される。 

対話グループも同様に、文学、芸術、彫刻、絵画、音楽などの多様な領域と協力して医学史の存在を社会に発

信することができた。一方で、残された課題として、この3年間の活動期間中に、感染症グループと対話グル

ープのそれぞれの活動を十分に融合させて発展させるところまでには及ばなかったという点があげられる。今

後は、感染症グループの研究成果をも、対話グループが構築してきた手法によって、より積極的に社会に発信

していくよう努めたい。 

 

もう一つは、アーカイブ化の作業やアウトリーチ活動を担う人材の育成である。前者に関しては、専門的能

力をもつアーキビストが各大学のアーカイブズ学専攻、図書館情報学専攻などの学部・大学院で育成されてお

り、今後もその育成活動に期待が寄せられる。一方、アウトリーチ活動については、大学などの高等教育機関

において育成の機会はほとんど存在しない。研究者が教育研究業務のかたわら独力でアウトリーチ活動を企画

運営することは非常に難しく、アウトリーチ活動を専門とする、すなわち自然科学の分野では近年一般的にな

りつつあるサイエンス・コミュニケーターのような専門職の育成が今後の課題となるだろう。 

研究期間終了の後も、他の研究助成資金を得ることで、感染症の歴史アーカイブのさらなる充実とウェブサイ

ト「医学史と社会の対話」を通じた情報発信を継続し、本研究によって得られた研究基盤ならびに社会への成

果発信の手法を効果的に活用していく予定である。 
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